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（はじめに） 

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が一部改正され（平成２０年４

月１日施行）、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表するこ

ととなりました。 

これを受けて、佐野市教育委員会では、効果的で効率的な教育行政の一層の推進を図るとともに、

市民に対する説明責任を果たすことを目的に、学識経験者の知見をいただきながら事務報告書を基

にした平成３０年度実施事業の点検・評価を行い、報告書を作成いたしましたので公表します。 

 

令和元年１０月 

佐野市教育委員会 

 

 

 

 

 

（参考）「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（抜粋） 

第２６条（一部省略） 

教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければな

らない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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１ 点検・評価の対象及び方法 

 

 （１）点検・評価の対象 

   点検・評価の対象は、佐野市総合計画に基づき実施した事務事業とした。 

 

 （２）点検・評価の方法 

   平成３０年度に佐野市教育委員会が実施した、佐野市総合計画に基づく２６９の事務事業

のうち数事業を各課で選択し、考察した。 

   また、学識経験者の知見の活用を図るために、事務事業評価委員からの意見をいただいた。 

   委員の方は次のとおりである。 

                       （敬称略） 

氏 名 経歴等 

片柳 岳巳 元佐野市教育委員会委員 

白澤 幸治 元佐野市代表監査委員 

北川 嘉男 元佐野市小中学校長会長 
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２ 教育委員会活動 

１ 組織 

  ・教育長１名、教育委員４名 

 

２ 教育委員会の活動状況 

（１）委員会の開催 

定 例 会 

臨時会の別 
開催回数 

付議事件件数 

議 案 報 告 

定 例 会 １２ ５８ １４ 

臨 時 会 １ １ ０ 

（２）研修会等 

事業名 期 日 場 所 内 容 

佐野市教育委員

会委員視察研修 

平成 30年 10月 22日 

            ～23 日 

神奈川県大井町 

埼玉県草加市 

・ＩＣＴを活用した授業づくりに

ついて 

栃木県市町村教

育委員会連合会

研修会 

平成 30 年 11 月 7 日 栃木県庁研修館 

「講堂」 

・講演 

「新学習指導要領の円滑な実施

に向けて」 

・講師 

栃木県教育委員会事務局学校教

育課長 

中村 千浩 氏 

安足地区市町村

教育委員会連合

会教育委員研修

会 

平成 30年 10月 29日 史跡足利学校 

足利市立美術館 

・国宝書籍特別公開 

 史跡足利学校企画展「元号」等

見学、説明 

・講師 

史跡足利学校事務所 

所長 大澤 伸啓 

・足利市立美術館企画展「長重之

展」鑑賞 

・説明 

 足利市立美術館 

 館長 大森 哲也 

 

（３）その他 

 学校訪問実施や小中学校卒業式、成人式などの各種行事への出席。 
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３ 教育委員会事務局各課 

（１）教育総務課 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数

(人) 

課長 課内全般 １ 

総務係 

教育委員会の議事及び秘書、栄典及び褒賞、育英事業、学校

予算の配分及び執行管理、教具及び教材の整備、スクールバ

スの運行管理、部及び課の庶務 

５ 

学校施設係 
学校施設の設置、管理及び廃止、敷地の選定及び変更、学校

施設の営繕保全の計画及び実施、安全及び環境整備 
８ 

小学校用務員 小学校施設の営繕保全、環境整備 ２ 

中学校用務員 中学校施設の営繕保全、環境整備 ５ 

計  ２１ 

 

２ 点検・評価 

教育総務課は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に３２の事務事業を執行した。 

 その中の主な事務事業として、奨学資金貸付事業、小・中学校外構改修事業について、次のと

おり考察した。 

 

（１）奨学資金貸付事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 教育の機会均等に資する奨学金制度の拡充 

事業概要及

び実施状況 

○貸付金の内容 

区 分 入学一時金 奨学金（毎月） 

高等学校等 ５０，０００円以内 ２０，０００円以内 

大学等 １００，０００円以内 ５０，０００円以内 

○奨学生の定数：毎年度４５人以内（予算内） 

○奨学金の返済は、貸与期間終了後１年経過した年の翌月から、貸与期間の

２倍に相当する期間内とする。 

・募集期間：平成２９年１２月１日から平成３０年１月１２日まで 

応募者２５人、辞退者２人、貸与確定者２３人 
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 ・追加募集：平成３０年４月３日から４月１９日まで 

応募者３人、貸与確定者３人 

・応募内容は、大学・専門学校生２２人、高校生６人で、佐野市奨学生選考

委員会により、全員が新規貸付利用者に決定したが、辞退者が２人あり、

新規貸与者は２６人となった。 

・全体の利用者内訳は、大学・専門学校生１１６人、高校生９人の合計    

１２５人であった。 

考 察 ・平成３０年度の当初募集では２３名の貸与者となり、定員に若干の余裕が

あったため、４月に追加募集を行った。追加募集では３人の応募があり、

合計２６人が貸与確定となった。 

・定数以下の応募となったため、応募者全員に貸与を確定することができた。

今後の状況をみながら制度内容の検討を行い、事業推進に努めていきたい。 

・滞納者について、平成２９年度は２５名 未納総額 7,486,000 円が、平成

３０年度は２７名 8,186,000 円となり、滞納者数、未納総額とも増加とな

ってしまった。今後も、督促状および電話などで、本人及び連帯保証人へ

の督促を強化し、財源の確保をし、成果を上げていきたい。 

 

 

（２）小・中学校外構改修事業 

基本目標 豊かな心を育む教育・文化づくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 安全で快適な学校施設の整備 

事業概要及

び実施状況 

 

○事業概要 

平成 30 年 6 月に起きた大阪北部を震源とする地震によるブロック塀の倒

壊被害を受け、市内の小中学校の緊急点検を実施するなかで、高さや控え

壁の基準など明らかに法令不適合となるものについて外構施設の改修を

行った。 

本事業は平成 30 年 7 月に市長の専決処分により補正予算化したのち、危

険なブロック塀をネットフェンスに更新する工事を 4 工区に分割し発注

した。 

 

○実施状況 

1.西中学校外外構改修工事 

対象校：天明小学校、旗川小学校、西中学校 

期間：(当初)平成 30 年 8 月 17 日～平成 30 年 11 月 30 日 

     (変更)         ～平成 31 年 1 月 19 日 

請負業者：（株）並木土建 
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請負金額：20,250,000 円 請負率：96.90% 

最終請負額：21,470,400 円（変更増額：1,220,400 円） 

工事内容：ブロック塀をネットフェンスに更新する 

天明小学校外構改修工事(総延長:34.08m) 2 箇所 

旗川小学校外構改修工事(総延長:36.50m) 1 箇所 

西中学校外構改修工事(総延長:236.90m)  3 箇所 

 

2.界小学校外外構改修工事 

対象校：界小学校、南中学校 

期間：平成 30 年 8 月 20 日～平成 30 年 11 月 30 日 

請負業者：朝日建設（株） 

請負金額：21,556,800 円 請負率：96.99% 

  最終請負額：21,643,200 円（変更増額：86,400 円） 

工事内容：ブロック塀をネットフェンスに更新する 

界小学校外構改修工事(総延長:219.29m) 5 箇所 

南中学校外構改修工事(総延長:125.60m) 3 箇所 

 

3.犬伏小学校外外構改修工事 

対象校：犬伏小学校、城北小学校、北中学校 

期間：(当初)平成 30 年 8 月 21 日～平成 30 年 11 月 30 日 

（変更）         ～平成 31 年 1 月 21 日 

請負業者：（株）秀和建設 

請負金額：23,760,000 円 請負率：96.70% 

  最終請負額：25,725,600 円（変更増額：1,965,600 円） 

工事内容：ブロック塀をネットフェンスに更新する 

犬伏小学校外構改修工事(総延長:239.97m) 5 箇所 

城北小学校外構改修工事(総延長:53.50m)  1 箇所 

北中学校外構改修工事(総延長:48.50m)   1 箇所 

 

4.常盤小学校外外構改修工事 

対象校：赤見小学校、石塚小学校、田沼小学校、常盤小学校、常盤中学校 

期間：(当初)平成 30 年 8 月 23 日～平成 30 年 11 月 30 日 

（変更）         ～平成 31 年 1 月 25 日 

請負業者：岡田土建（株） 

請負金額：12,690,000 円 請負率：94.61% 

  最終請負額：13,068,000 円（変更増額：378,000 円） 

工事内容：ブロック塀をネットフェンスに更新する 

赤見小学校外構改修工事(総延長:56.70m) 1 箇所 
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石塚小学校外構改修工事(総延長:30.80m) 1 箇所 

田沼小学校外構改修工事(総延長:68.10m) 3 箇所 

常盤小学校外構改修工事(総延長:68.65m) 1 箇所 

常盤中学校外構改修工事(総延長:15.30m) 1 箇所 

考 察 ・危険なブロック塀を除却し、安全なネットフェンスに改修したことで安全で

安心した教育環境を確保することができた。 

・ブロック塀の一部を解体し構造を確認するなどの調査が必要な箇所もあり、

安全な学校施設の維持のために、令和元年度に計画的な調査、改修を行い、施

設の機能向上を図りたい。 

 

 

委員からの意見 

・奨学資金貸付事業について、収納担当課と協力しながら引き続き、督促等による滞納者に

対する対策をお願いしたい。 

・ブロック塀について学校の塀だけでなく、子どもが通る通学路等の危険なブロック塀につ

いても把握をお願いしたい。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

  奨学金貸付事業について、滞納が増えているようだが、回収した金額も増えているので、

引き続き、督促等による滞納者に対する対策をお願いしたい。 

【報告】 

平成 30 年度は督促状の発送を延べ 62 件、電話催告を延べ 30 件、臨戸訪問を延べ 10 件

行い過年度分 1,507,000 円の返還があった。令和元年度は 7月 2 日現在において、過年度

分 305,000 円返還があり、3名が過年度滞納分を完納した。今後も郵送、電話、臨戸訪問

等による督促を継続していく。 

【意見】 

トイレの洋式化について施設内のトイレだけでなく、外に設置されているトイレについ

ても洋式化をお願いしたい。 

【報告】  

  令和元年と令和 2 年の 2 か年で、小中学校のトイレの洋式化率 50％の達成を現在の整

備目標として整備している。 

  本整備と併せ、屋外のトイレの洋式化についても各校の状況を確認しながら整備を検討

する。 

【意見】 

プールのろ過装置の改修について、老朽化が進んでいるようなので、改修がなるべく遅

れないよう計画的に実施してほしい。 
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【報告】 

平成 30 年度事業(繰越事業)としてプールろ過装置の改修は天明小学校、城北小学校、

栃本小学校の 3校において実施した。今後は、令和元年度に策定する学校施設長寿命化計

画に基づき、計画的な改修を進めていく。 
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（２）学校適正配置推進課 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数

(人) 

課長 課内全般 １ 

学校適正配置

推進係 

小中学校の適正規模及び適正配置の推進 
２ 

計  ３ 

 

２ 点検・評価 

学校適正配置推進課は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に５つの事務事業を執行した。

その中の主な事務事業として葛生・常盤中学校区小中一貫校整備事業について、次のとおり考察

した。 

 

（１）葛生・常盤中学校区小中一貫校整備事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 市立学校の適正規模・適正配置の推進 

事業概要及

び実施状況 

 

○事業概要 

複式学級解消を目的とした葛生地区施設一体型小中一貫校の平成３４年

度開校にあたり、校舎等の建設に取り組み、学校環境整備を進める。 

○実施状況 

・葛生・常盤中学校区小中一貫校基本調査業務委託 

 期間：平成３０年７月６日～平成３１年３月８日 

 請負業者：土澤設計 

 請負金額：１５，８２２，０００円 

業務内容：既存校舎老朽度調査業務 

      基本調査業務 ※既存建物を全面的に改修し活用 

・葛生・常盤中学校区小中一貫校地質調査業務委託 

 期間：平成３１年１月２１日～平成３１年３月８日 

 請負業者：第一測工㈱ 

 請負金額：３，４５６，０００円 

業務内容：敷地の地質調査業務 ボーリング及び標準貫入試験 ４箇所 

・葛生中学校アスベスト含有分析調査 

 期間：平成３０年１１月９日～平成３０年１２月７日 

 請負業者：株式会社 環境ラボ 
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 請負金額：４００，６８０円 

 業務内容：葛生中学校校舎外壁外アスベスト含有調査 

考 察 ・葛生・常盤中学校区小中一貫校の環境整備については、令和４年４月の開校

が予定されているため、平成３０年度は葛生中学校の測量、耐力度調査等の基

礎調査、アスベスト含有調査を、令和元年度当初に既存校舎改修の実施設計を

発注できるよう実施した。 

 

委員からの意見 

・佐野市内の学校がすべて施設一体型小中一貫校になるまで 25 年かかるということで、し

ばらくの間、小中一貫校と従来の小中学校が混在する形になる。一貫校では一部、教科担

任制となり、従来の小学校は今までどおりとなる。専門の先生が授業をした方が、学力が

向上するというデータもあるようなので、従来の小学校でも教科担任制の導入や、加配教

員・さわやか教育指導員を配置する等、学力に差が出ないよう工夫してほしい。 

・下校時に児童が学校から子どもクラブに向かうまでの児童の安全確保をしっかりやってほ

しい。 

 

 

前年度の委員からの意見に対する報告 

【意見】 

葛生地区の小中一貫校の設置場所について一本化できたようで良かった。 

【意見】 

小中一貫校になることで、児童生徒の通学時間・距離が長くなる。経費は掛かるかもし

れないが児童生徒の安全のためにスクールバスを活用してほしい。 

 また、下校時や夏休み期間等の運行についても実情に合わせて配慮してほしい。 

【報告】 

「あそ野学園義務教育学校」「葛生義務教育学校」とも開校準備委員会の通学部会にお

いて、スクールバス運用について検討しているところである。 

【意見】 

通学の特例について、通学する学校の選択が必要な児童に対し、きめ細かな対応をお願

いしたい。 

【報告】 

令和２年４月開校の「あそ野学園義務教育学校」については、佐野市立小中学校指定学

校変更審査基準要綱の改正、夏休み中に該当児童及び保護者を対象にした意向調査と学校

見学を実施する予定である。 
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（３）学校教育課 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

学校教育課 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数

(人) 

課長 課内全般 １ 

学務係 

学齢児童生徒の就学、児童生徒の入学・転学・退学、教育支

援委員会に関する事務、就学援助、医療扶助、保健衛生及

び学校保健会に関する事務、日本スポーツ振興センターに

関する事務、教科用図書無償給与、課の庶務 

３ 

教職員係 

県費負担教職員の任免等に関する事務、教職員に係る報告・

届出・証明、教職員の研修、教職員の保健衛生、学校評議員

に関する事務 

２ 

指導係 

教育課程及び学習指導や児童･生徒指導等に関する指導助

言、研究学校の研究推進に関する指導助言、教科用図書採択

及び教師用教科書･準教科書･副読本等の配付にかかる事務、

ＡＬＴ及び日本語教室の指導員の配置、さわやか教育指導

員、さわやか健康指導員、特別支援学級支援員の配置 

８ 

計 １４ 

 

２ 点検・評価 

学校教育課は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に６９の事務事業を執行した。その

中の主な事務事業として、小・中学校就学援助事業、小・中学校健康管理支援事業、さわやか

教育指導員配置事業について、次のとおり考察した。 

 

（１）小・中学校就学援助事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 特色ある教育と心の教育の推進 

基本事業名 生きる力の育成 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

  経済的理由によって、就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、

給食費、学用品費、医療費等の必要な援助を行い、義務教育の円滑な実施

に資する。 

また、要保護、準要保護を除く特別支援学級に就学する児童生徒の保護

者の経済的負担を軽減するため、その負担能力の程度に応じ、就学のため

必要な給食費、学用品費等の一部を援助し、特別支援教育の振興に資する。 
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○平成３０年度の支給状況 

就学援助 

  小学校  ３２５人   １９，７４２，３１１円 

  中学校  １６０人   １５，８１２，９３６円 

  計   ４８５人   ３５，５５５，２４７円 

特別支援教育就学奨励費 

 小学校  １９４人    ７，０５２，４４５円 

 中学校   ４６人    ２，３９９，７７４円 

   計   ２４０人    ９，４５２，２１９円 

考 察 ・児童生徒が心豊かに充実した学校生活を送るためには、保護者への経済的

支援は不可欠である。平成３０年度においても、適切な事務の執行を実施

した。その結果、支給率は８．４１％であった。 

・経済的理由により就学が困難な児童生徒は増加傾向にあり、その支援は

必要であると考え、平成２９年度から認定基準を「総収入額」から「総所

得額」に変更した。これにより、援助率は平成２８年度には４．２２％で

あったのが、平成２９年度には５．５２％に増加した。 

 ・今後、必要に応じた基準の見直し等を検討することで成果向上を図るこ

とができる。 

 

 

（２）小・中学校健康管理支援事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 特色ある教育と心の教育の推進 

基本事業名 生きる力の育成 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

  県費負担教職員に対し、ストレスチェックを行うことにより、自身のス

トレスの程度を把握し、ストレスへの気付きを促すとともに、ストレスの

原因となる職場環境の改善につなげ、働きやすい職場づくりを推進し、教

職員がメンタルヘルス不調となることを未然に防止するために実施する。

さらに、高ストレス者のうち希望する者に対し、産業医による面接指導を

実施する。 

○平成３０年度の実施状況 

 ・ストレスチェック実施対象者  ７１２人 

     組合員     ９０円×６０３人＝５４，２７０円 

     組合員以外  １２０円×１０９人＝１３，０８０円 

消費税（８％）           ５，３８８円 

   計            ７２，７３８円  
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 ・面接指導実施者    １人 

     希望対象者 １９，０５０円×１人＝１９，０５０円 

考 察 ・教職員一人一人がストレスチェックを実施したことにより、ストレスの程

度を理解することができた。また、学校ごとの集団分析結果を各学校へ送

付し、実態把握を図ったことにより、職場環境の改善に役立てるために一

助となった。 

・高ストレス者に対し、産業医による面接指導を行えたことにより、高スト

レス者の心理的負担の軽減を図ることができた。 

 

 

（３）さわやか教育指導員配置事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 特色ある教育と心の教育の推進 

基本事業名 生きる力の育成 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

・平成２７年度から所管が教育センターから学校教育課に移行する 

・市内各小中学校に臨時嘱託員「さわやか教育指導員」を配置し、児童生徒

に対する教育相談や活動の支援を通して、児童生徒が安心して学校生活を

送り、「知・徳・体」のバランスのとれた学力が備わるようにする。 

 平成３０年度も昨年度同様、小学校４５名、中学校１４名、合計５９名を

配置した。 

・特に、教育上支援が必要な児童生徒が在籍する学級を中心に配置できるよ 

うに計画した。 

小学校は１日５時間、中学校は１日６時間勤務。時給はいずれも 1,240 円。 

最大年間 200 日分の報酬を支払った。 

なお、年次有給休暇は 18 日取得が可能となっている。 

 ＜決算状況＞ 

・予算    ９３，６１９，０００円 

・決算    ９０，１０６，１３０円 

考 察 【児童生徒とのかかわり】 

○年度末の各小中学校長による総合的な評価では、「大変効果がある。」と回

答した割合が 100％であった。また、授業補助者としての効果は、「大変効

果ある。」と回答した割合が 89％、「効果がある。」と回答した割合が 11％

であった。 

○休み時間等の児童生徒の交流相手としての効果については、「大変効果あ

る。」と回答した割合が 83％、「効果がある。」と回答した割合が 17％であ

った。 
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○児童生徒の相談役としての効果については、「大変効果ある。」と回答した

割合が 69％、「効果がある。」と回答した割合が 31％であった。 

○指導・支援の個別化という面では、学習、生活など様々な場面で有効に働

いていると考えている。 

○通常学級在籍で個別の支援が必要な児童生徒に対して寄り添いながら、き

め細かな指導・支援を行っており、児童生徒の達成感につながっていると

考えられる。 

○小学校では、１年生入学から夏休み頃までの期間の支援に多大な効果があ

り、各学校の１年生たちがスムーズにスタートすることができるようにな

っていると考えられる。 

○小規模校においては、複式学級での「わたり」形式授業におけるＴ２とし

ての教育効果が大きいと考えている。 

○外国籍の児童生徒、配慮を要する児童生徒等への個別支援が適切に行われ

ていると考えている。 

○中学校では、入学時や受験期の生徒たちの心が不安定になる時期に、生徒

たちに寄り添い、声掛けするなど、担任が多忙な時期にも主体的に生徒た

ちのサポートをすることができている。 

【教職員とのかかわり】 

○学級担任と連携をすることにより、児童生徒指導上の効果が高く、また児

童生徒の学力保障につながっていると考えている。 

○全学年の授業に出ている場合も多く、学習の系統性に配慮した学習支援が

できている。 

○理科・体育の授業では、授業準備の支援、児童生徒の安全面の確保など、

適切に授業支援がなされている。 

○学校行事や校外学習の補助として効果が大きいと考えられる。 

 

〈課題〉 

・学校現場では、個別の支援を要する児童生徒も多く、さわやか教育指導員

の役割は大きい。さわやか教育指導員のさらなる増員が求められている。 

・外国籍の児童生徒の転入も増加傾向にあり、市街地だけでなく、市内広い

範囲に転入してきている。さらには使用している言語も多様化しているた

め、個別対応が難しい場面が多くなってきている。 

 

 

委員からの意見 

・就学援助について、現在は所得証明等の書類によって審査しているが、今後は、訪問によ

る現状の把握も必要になってくると思われる。すぐにではないが検討をお願いしたい。 

・健康管理支援事業について、教職員のストレスを把握し、業務改善等につなげてほしい。 

また、併せて、児童・生徒のストレスチェックもお願いしたい。 
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・外国籍の児童生徒が増加傾向にあるので日本語教室の加配教員の確保をお願いしたい。 

・近年、親の暴力で子どもが亡くなる事件が起きている。佐野市でも起こらないとは限らな

いので警察、児童相談所等との連携を密にし、適正な対処をお願いしたい。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

教員の長時間労働について、部活の方でもっと外部コーチを活用できれば、教員の負担

が減るのではないか。できれば、外部コーチの謝金の金額や、回数の上限を増やしてあげ

てほしい。地域の運動関係の組織と連携を図るのも大事だと思う。 

【報告】 

令和元年度、１５１千円の予算の増額をすることができた。平成３０年度は、派遣回数

の上限が、１年間で２５回だったところ、令和元年度は３０回とすることができた。 

新たな外部指導者の発掘ができるよう、関係各課及び地域の総合型スポーツクラブやス

ポーツ少年団等とも連携を更に図っていきたい。 

部活動指導員の導入についても、先進地区の事例を参考にしながら、市教育委員会内部

で検討をはじめていきたい。 

【意見】 

教員が児童生徒を指導するためには、自分の私生活の充実も必要と考える。もう少し仕

事にゆとりを持てるようなシステム作りをお願いしたい。 

【報告】 

本市では、平成２７年度から働き方改革に取り組んでおり、教職員の時間外勤務時間も

減少傾向にある。昨年度は、教育委員会職員による学校訪問の簡略化、お盆期間中の学校

閉庁、運動部活動の休養日の設定などにも取り組み、学校現場の負担軽減を図った。今後

も、校長会とも連携しながら、更なる改善に取り組みたい。 

【意見】 

いじめ問題の未解消のケースについても引き続き解消に向けた努力をお願いしたい。 

【報告】 

いじめの解消に向け、各学校と学校教育課と教育センターが情報を共有し、教育長、教

育総務部長からの指示、助言を仰ぎながら、指導方針等についてきめ細かく協議し、解消

のための組織的な対応に努めていきたい。 

必要に応じて、市のいじめ防止アドバイザーである弁護士にも相談しながら、丁寧な対

応に努めていきたい。 

【意見】 

佐野市ではまだ、いじめに関する大きな事件事故はなさそうだが、今後も気を付けて対

処してほしい。 
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【報告】 

毎月の各学校で行っている児童生徒へのアンケート調査や定期的な教育相談等により、

いじめの早期発見、早期対応に努めていきたい。 

児童生徒のよさを認め、伸ばしていくための様々な創意工夫を生かしたいじめの未然防

止のための取組についても、更に充実を図っていきたい。 
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（４）教育センター 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数

(人) 

所長 所内全般 １ 

教育センター 

調査研究、教育相談、情報教育、特別支援教育、教育情報の

収集と提供、教職員の研修、アクティヴ教室教育相談員等の

配置、教育センターの企画運営、教育センター施設の維持・

管理 

４ 

計 ５ 

 

２ 点検・評価 

教育センターは、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に１９の事務事業を執行した。  

その中の主な事務事業として、心の教室相談員活用事業と教育講演会開催事業について、次の

とおり考察した。 

 

（１）心の教室相談員活用事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 地域とともに学び育てるまちづくり 

施策名 学校・家庭・地域連携による教育力の向上 

基本事業名 いじめ問題に対する学校・家庭・地域の連携 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

  心の教室相談員を配置することにより、児童生徒が気軽に相談できる体

制を整備し、ストレスや悩み等の解消を図る。 

○実施状況 

・配 置 校：スクールカウンセラーが拠点校となっていない中学校１校 

（常盤中）、及び児童生徒指導上、配置が必要と認める学校３

校（植野小、城北小、田沼小）、計４校に心の教室相談員を  

１人ずつ配置 

・勤務態様：１日５時間、週２日間、年６９日の勤務 

・相談件数：平成３０年度の４校４人の相談延べ件数は１，０７７件 

考 察 ・原則、相談対象は児童生徒となっているが、状況によっては保護者や教職

員の相談にも応じるなど、学校の実情に合わせて対応することができた。 

・主な相談内容は、学習の悩みをはじめ、対人関係や不登校、家庭に関する

ことなどが多かった。今後も、学級担任等との連携を図りながら、児童生

徒一人一人に寄り添う相談体制の充実に努めていきたい。 
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（２）教育講演会開催事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 特色ある教育と心の教育の推進 

基本事業名 教職員の資質の向上 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

  教育の今日的な課題に対しての情報提供を行い、教職員の資質や指導力

の向上を図るため、佐野市教育会との共催で、市内の幼稚園・小中学校・

高等学校の各教職員を対象に教育講演会を開催する。 

○実施状況 

・日時：平成３０年８月１日(水) 14:00～ 

 ・会場：佐野市文化会館 大ホール 

・演題：「教育に科学的根拠
エ ビ デ ン ス

を」～いい先生とはどんな先生なのか？～ 

 ・講師：慶應義塾大学 総合政策学部 准教授 中室 牧子 氏 

 ・参加者数：５８７人 

考 察 ・教育講演会後のアンケートにおいて、「講演会が日頃の実践に役立つ内容で

あった」と感じた参加者の割合は９４.９％であった。今後も、教職員のニ

ーズと時代に合った講演内容を検討していきたい。 

・市立小中学校教職員の約８割が参加したが、幼稚園、高等学校については

参加者が少ないのが現状である。今後も、幼稚園や高等学校の教職員が興

味・関心を引くような講演内容を検討するとともに、佐野市教育会からの

参加呼びかけの仕方を工夫する必要がある。 

 

 

委員からの意見 

・心の教室相談員活用事業について、児童生徒が気軽に相談できるよう配慮をお願いしたい。

児童生徒だけでなく、保護者や教職員の相談にも応じる等、柔軟に対応している。今後も

継続してほしい。 

・教育講演会開催事業について、今後も多くの教職員に参加してもらえるよう努力してほし

い。幼稚園、高等学校の教職員の参加を促すために、講演内容を幼稚園から小学校、中学

校から高校等、進学を関連付ける等工夫をしてほしい。 
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前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

教職員の指導力向上事業について、指導力向上というのは大変大事なことであり、教員 

の能力、指導力が上がるということは子供達のレベルが上がるということ。また将来的に

は市民のレベルが上がることに繋がっていくので参加者を増やしていってほしい。 

【報告】 

年度初めの校長会議や教頭会議で研修への参加を呼びかけるとともに、校務支援システ 

ムにて全教職員にパワーアップ研修講座の内容を周知した。また、研修参加者が主体的に

学べるよう、可能な限り演習を含めるなどして、研修方法の見直しに努めた。その結果、

平成３０年度のパワーアップ研修講座の参加者数は、前年度から９１人増の４３９人とな

った。今後は、夏期研修（特別支援教育、教育相談、情報教育、学級経営）についても研

修内容や研修方法を検討し、教職員にとって魅力ある研修となるようにしたい。 

 

【意見】 

不登校の児童生徒が少し増えたようだが、いじめに繋がる部分もあるので、きめ細かな 

目配り・指導をお願いしたい。 

【報告】 

佐野市及び各学校が定めたいじめ防止基本方針に基づいた指導体制の強化を図るとと 

もに、スクールソーシャルワーカーが中心となって、スクールカウンセラーやスクーリン

グサポーター、心の教室相談員、センター相談員等との情報の共有を行い、不登校やいじ

めの未然防止や早期対応に努めていきたい。 
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（５）学校給食課・学校給食センター 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

 学校給食課 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

課長 課内全般 １ 

学校給食係 
学校給食の計画、調査、研究及び指導、学校給食施設の設置

並びに管理及び運営、学校給食職員の研修、課の庶務 

２ 

(北部学校給食

センター兼務) 

計 ３ 

 

南部学校給食センター 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

所長 所内全般 １ 

南部学校給食 

センター 

給食の献立作成、調理、運搬及び栄養指導、食品材料の発注

及び検収、施設の維持管理、給食費に関すること 

受配校 １１校 

 佐野小学校 天明小学校 植野小学校 界小学校  

犬伏小学校 犬伏東小学校 吾妻小学校 

城東中学校 西中学校 南中学校 北中学校 

 

３ 

計 ４ 

   

北部学校給食センター 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

所長 所内全般 
(学校給食

課長兼務) 

北部学校給食 

センター 

給食の献立作成、調理、運搬及び栄養指導、食品材料の発注

及び検収、施設の維持管理、給食費に関すること 

受配校 ２４校 

 城北小学校 旗川小学校 赤見小学校 石塚小学校 

 出流原小学校 田沼小学校 吉水小学校 栃本小学校 

 多田小学校 戸奈良小学校 三好小学校 山形小学校 

 閑馬小学校 下彦間小学校 飛駒小学校 葛生小学校 

 葛生南小学校 常盤小学校 氷室小学校 赤見中学校 

 田沼東中学校 田沼西中学校 葛生中学校 常盤中学校 

２２ 

計 ２２ 
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２ 点検・評価 

学校給食課・学校給食センターは、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に１０の事務事業

を執行した。 

その中の主な事務事業として、学校給食アレルギー対策事業、南部・北部学校給食センター管

理運営事業、南部学校給食センター調理・配送業務委託事業について、次のとおり考察した。 

なお、さきの原発事故による放射性物質に対する保護者の不安払拭のため、平成２４年度より

引き続き、南部学校給食センターに設置した測定器により調理前の食材を測定するように努め、

放射性セシウム等の不検出を確認した。 

 

（１）学校給食アレルギー対策事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 安全で快適な学校施設の整備 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

  食物アレルギーを持つ児童生徒にアレルギー対応食（代替食）を提供す

るための実施手順として策定した「食物アレルギー対応の手引き」につい

て、医療関係者等の専門家を交えた「学校給食食物アレルギー対策委員会」

での検証を行い、アレルギー対応食の提供の検証・改善と充実を図る。 

○実施状況 

・学校給食食物アレルギー対策委員会、検討部会の開催 

・「食物アレルギー対応の手引き」の検証 

・アレルギー対応食提供に向け、新１年生及び在校生に対して食物アレル

ギー調査を実施 

考 察 ・「食物アレルギー対応の手引き」において、以下の３箇所の改訂を行った。 

①給食センターの職員の役割に運転手の項目を加えた。 

②対応食を解除する際の手順の変更 

③対応食提供についての毎月の流れに関係書類として食物アレルギー詳細

献立表を追加 

・平成３０年度は代替食の対応児童生徒数が６０名であり、今後も安全に配

慮した適正な提供をめざしたい。 

 

（２）南部・北部学校給食センター管理運営事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 安全で快適な学校施設の整備 

事業概要及 ○事業概要 
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び実施状況 学校給食センターの運営と施設の維持管理を行う。 

南部学校給食センターにおける平成３０年度末の正職員数は、事務職２

名、栄養士１名、ボイラー技士１名の４名となっており、また、県費栄養

士２名、配膳員１４名で運営している。平成２９年８月より調理・配送業

務は、株式会社 東洋食品に業務委託した。 

北部学校給食センターにおける平成３０年度末の正職員数は、事務職３

名（兼務）、調理師１９名、ボイラー技士１名、運転手２名の２５名となっ

ており、また、県費栄養士３名、臨時嘱託員として調理員１１名、運転手

５名、配膳員２６名で運営している。 

○実施状況 

 ・電気工作物、昇降機、消防設備、汚水処理装置等の保守 

・学校給食費(月額 １１カ月徴収) 

 小学校  ４，３００円  中学校 ５，０００円 

【南部学校給食センター】 

・小学校７校 中学校４校に給食を提供  １日約５，０００食 

・配送車５台による給食の配送（うち予備車１台） 

【北部学校給食センター】 

・小学校１９校 中学校５校に給食を提供  １日約４，６００食 

・配送車８台による給食の配送（うち予備車１台） 

考 察 ・衛生管理、地産地消への取り組み、給食食材の放射能測定、アレルギー対

応食など実施できた。 

・米飯は全量について佐野産米を使用している。その他の食材についても可

能な限り地産地消に取り組みたい。 

・平成２５年度から南部センター、平成２６年度から北部センターでアレル

ギー対応を実施している。専用の特別調理室で、専任の調理員による対応

食の提供を行った。今後ともアレルギー事故等がないように万全を期して

運用にあたりたい。 

 

（３）南部学校給食センター調理・配送業務委託事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 豊かな心と確かな学力を育むまちづくり 

施策名 安全で安心して学べる教育環境の整備 

基本事業名 安全で快適な学校施設の整備 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

南部学校給食センターの調理・配送業務について、民間活力を活用し、

業務委託により実施する。 

○実施状況 

   平成２９年に引き続き、調理配送業務を民間事業者に委託して実施した。 
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    受託事業者の５月１日現在の従業員数は３８名で、うち有資格者は１９

名。有資格者の内訳は、調理師１６名。栄養士３名。 

南部学校給食センター配属栄養士の作成した献立及び調理食数に基づ

き、学校給食を２００回提供した。 

考 察 ・直営での運営時と同様、とちぎハサップの衛生管理マニュアル等に沿った

衛生管理を実行できた。 

・調理、配缶、配送は、時間内に適切に実施できた。 

・業務委託を適正に実施するため、委託業者の業務責任者等と随時協議を行

い、重要事項については、書面でのやり取りを行った。 

・今後も、安全・安心な学校給食の提供をめざしていく。 

 

委員からの意見 

・新しい給食センターができて７年くらいたつと思うが、衛生面管理という点で非常に進ん

だと思っている。今後も栄養のバランスが取れた安全・安心な給食の提供をお願いしたい。 

・給食センターの業務について、市の直営か業務委託するかのどちらかになると思うが、で

きるだけ効果が上がる方法で運営していただきたい。 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

アレルギー対応食について、作る場所や配送の時に保管場所を変える等、徹底した管理

がされている。大変な気苦労かと思うが今後も十分な注意を払い、事故が起こらないよう

にしてほしい。 

【報告】 

アレルギーの対応については、より一層安全に配慮し、対応していく。 

【意見】 

限られた予算の中で栄養や地産地消等も考慮しながら給食を作るのは大変だと思うが、

頑張ってほしい。 

【報告】 

今後も、栄養のバランスのとれた食事を提供するだけではなく、食育にも考慮しながら

事務を行っていく。 
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（６）生涯学習課・少年指導センター 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

生涯学習課 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数 

(人) 

課長 課内全般 １ 

生涯学習係 
生涯学習の企画及び総合調整、生涯学習推進協議会、生涯

学習情報の収集・提供、調査研究、課の庶務 
３ 

社会教育係 

社会教育の企画及び総合調整、社会教育委員、家庭教育・

成人教育・女性教育・青少年教育・社会教育の推進、社会

教育施設、社会教育関係団体の指導助言、図書館に関する

こと 

６ 

人権教育係 社会教育における人権教育、同和対策集会所運営委員会、

同和対策集会所事業の企画・運営、同和対策集会所の管理 

２ 

（集会所） ８ 

計 ２０ 

 

少年指導センター 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数 

(人) 

所長 所内全般 
(生涯学習 

課長兼務) 

少年指導セン

ター 

少年指導センターの運営、青少年に関する相談・指導、立

入調査・環境浄化活動 
１ 

計 １ 

 

２ 点検・評価 

生涯学習課・少年指導センターは、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に５９の事務事業

を執行した。 

 その中の主な事務事業として、佐野市生涯楽習フォーラム開催事業、放課後子ども教室推進事

業、人権学習講演会開催事業、街頭補導実施事業、について、次のとおり考察した。 

 

（１）佐野市生涯楽習フォーラム開催事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 地域とともに学び育てるまちづくり 

施策名 生活を豊かにする生涯学習の推進 

基本事業名 学習成果を活かす取組 
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事業概要及

び実施状況 

現在、各地では学びを活かした活発なまちづくり活動が展開されている。

本フォーラムは、そのような元気な団体の実践事例の情報交換、研究発表等

を行うことにより、生涯学習・まちづくり・地域の人材育成などの発展に寄

与することで、地域と地域の連携を強くし、多様な地域社会の形成を目指す

ことを目的としている。 

また、市民一人一人が生涯を通して学ぶことのできる環境の整備、多様な

学習機会の提供、学習した成果が適切に評価されるための仕組みづくりなど、

本市における生涯学習社会の実現のための取組をより一層進め、本市の生涯

学習の推進に貢献するとともに、市民協働のまちづくりを活性化することも

目的として開催した。 

【開催期日】平成 31 年 3 月 2 日～3日（2日間） 

【会  場】佐野市文化会館、佐野市勤労者会館 

【主な行事】 

 ① 開会式典（3/2 午前 10 時～10 時 30 分 文化会館小ホール） 

 ② 基調講演（3/2 午前 10 時 30 分～12 時 文化会館小ホール） 

③ 分科会 （3/2 午後 0時 45 分～・午後 2時 55 分～、の 2部制 

合計 6分科会開催 勤労者会館・文化会館小ホール） 

 ④ 交流会 （3/2 午後 5時 15 分～ マリアージュ仙水）  

⑤ 楽習フェア（両日午前 10 時～午後 3時 文化会館大ホール、会議室 他） 

⑥ 静のアート作品展（両日午前 10 時～午後 3 時 文化会館展示室） 

【延べ参加者数】 

 １，８００人 

考 察  平成３０年度は、文星芸術大学名誉教授である林香君先生による基調講演、

林先生と市長との対談を行った。静のアート作品展には林先生が指導し、児

童館の子どもたちが作成した壁画アートの展示を行ったことで、子ども達と

その家族の観覧者が増加した。 

さらに、佐野市で活躍する団体を中心に実践事例発表をしたことで、市民

間の情報交換と参加者相互の交流を図り、今後の地域における活動を活発に

することで、本市の生涯学習推進に貢献できた。 

今後も、子どもから高齢者等多くの市民が集えるフォーラムの開催を企画

する必要がある。 
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（２）放課後子ども教室推進事業 

基本目標 豊かな心を育み、学び合うまちづくり 

政 策 地域とともに学び育てるまちづくり 

施策名 学校・家庭・地域連携による教育力の向上 

基本事業名 地域の教育力を活かす取組 

事業概要及び

実施状況 

○事業概要 

  地域住民の参画を得て、小学校区ごとに放課後子ども教室実行委員会を設置

し、放課後子ども教室の運営を委託した。 

放課後子ども教室の実施により、子どもの安全で安心な居場所を確保し、子ど

もたちに様々な体験・交流活動の機会を定期的、継続的に提供した。また、地域

住民が関わることで、地域社会全体の教育力の向上を図り、地域の活性化や子ど

もが安心して暮らせる環境づくりを推進した。 

さらに、放課後子どもプラン運営委員会を開催し、佐野市の放課後子どもプラ

ンについて協議し、こどもクラブとの一体的または連携した運営の推進を図っ

た。 

○放課後子ども教室実施状況 

放課後子ども教室名 学校名 開設形態 実施場所 内容 

いきいき何でも 
体験クラブ 

犬伏東小 日常型 体育館、校庭 他 
学び塾、自由遊び、 

バスケット 他 

旗川小学校区放課後 
子ども教室 

旗 川 小 待機型 
図書館、空き教室、 

体育館 他 

読書、折り紙、 

創作活動 他   

吾妻小学校区放課後 
子ども教室 

吾 妻 小 待機型 空き教室 
自由遊び 自由学習、  

クリケット 他 

石塚小学校区放課後 
子ども教室 

石 塚 小 待機型 
校庭、体育館、 

空き教室 他 

クリケット、季節の行事、 

外遊び 他 

出流原小学校区放課後
子ども教室 

出流原小 
日常型 

待機型 

校庭、体育館 

空き教室 他 

楽しく走ろう教室、 

バドミントン 他 

多田っ子広場子ども 
教室 

多 田 小 
待機型 

イベント型 

図書館 

校庭 他 

紙芝居、自由遊び、 

ハイキング、昔の遊び 他 

葛生小学校区放課後 
子ども教室 

葛 生 小 待機型 空き教室 他 
クリケット、農業体験、 

化石磨き 他 

葛生南小学校区放課後
子ども教室 

葛生南小 待機型 空き教室  
読み聞かせ、ゲーム、 

英語の歌、工作 他 

合唱団どんぐり子ども
教室 

葛生地区 日常型 葛生地区公民館 合唱、ゲーム 他 

とならっ子放課後 
子ども教室 

戸奈良小 待機型 空き教室  
読み聞かせ、クリケット、

宿題 他 

○県費補助事業 国、県各１/３、市１/３ 

考 察 ・新・放課後子ども総合プランにより、放課後子ども教室とこどもクラブを、一

体的または連携して実施することが望ましいとされており、計画的に実施してい

く必要がある。今後、こどもクラブとの連携を図るために放課後子どもプラン運

営委員会での協議や、こども課と生涯学習課、こどもクラブと放課後子ども教室

のスタッフ間の連携を密にすることが望まれる。 

・令和２年度には田沼西地区に、その後も他地区に小中一貫校の開校が予定され
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ているが、現在放課後子ども教室のある校区も含まれる。そのため、放課後子ど

も教室の設置に関する調査、周知等を行い、小中一貫校の開設に伴う放課後子ど

も教室の開設の検討を進める。 

・地域の実情に応じた新たな放課後子ども教室の形態を模索しながら、地域に根

差した「安全で安心な子どもの居場所」を目指した教室となるよう検討していき

たい。 

 

（３）人権学習講演会開催事業 

基本目標 市民参加による自立したまちづくり 

政 策 人権を尊重した市民参加によるまちづくり 

施策名 個々の人権を尊重する地域社会の形成と男女共同参画社会の実現 

基本事業名 人権意識の高揚と人権問題の解決 

事業概要及

び実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業概要 

各集会所の周辺住民の方や各講座受講者等を対象に、様々な人権問題に

関する多様な学習機会を生涯にわたって提供し、人権意識・人権感覚の高

揚に努め、教育・啓発活動の充実を図ることを目的として開催した。 

期日 集会所名 講  師 主 題 

6/28 富士見町 
NPO 法人 人権センターとちぎ 

 理事長 和田 献一 氏  
子ども 

7/12 免鳥町 
行政書士 

 深 見  史 氏 
女性 

7/20 大橋町西部 

一般社団法人 栃木県手をつな

ぐ育成会 

 会長 小島 幸子 氏 

 

障がい者 

 

7/24 大橋町東部 
NPO 法人 人権センターとちぎ 

 理事長 和田 献一 氏 

国際社会に

おける日本

の人権 

  9/27 小見町南小見 
社会保険労務士 

 堀本 和男 氏 
外国人 

10/3 赤見町山崎 グループ・わっくる 女性 

10/17 並木町田中 グループ・わっくる 女性 

12/12 多田町 
社会保険労務士 

 堀本 和男 氏 
外国人 

参加者数合計 ２７４人 
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考 察 ・同和対策集会所条例に規定する集会所設置目的の１つである「基本的人権

を尊重し、同和問題をはじめとする様々な人権問題を解決するため、地域

住民の人権意識の高揚を図る」ことを推進するため、各集会所で年１回講

演会を開催している。平成３０年度は合計２７４人の参加者があり、地域

住民の人権意識の高揚を図ることに繋がっている。今後も様々な人権問題

について学習する機会を提供し、参加者の増に努めたい。 

 

（４）街頭補導実施事業 

基本目標 地域の特色を活かした快適なまちづくり 

政 策 安心して安全に暮らせるまちづくり 

施策名 交通安全・防犯対策の推進 

基本事業名 防犯意識の高揚と防犯体制の充実 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

教育委員会より委嘱した少年補導員７５人が２１班を編成して午後、夕

方、夜間の時間帯で市内の娯楽施設、盛り場、駅及び公園そのほか非行が

行われやすい場所を巡回する。 

○実施状況 

従事回数３２３回・延べ参加人数５３６人、現場注意指導２３２人、声

かけ５８０人の実績があった。 

【現場注意指導等人数の内訳】 

区分 指導 声かけ 合計 

未就学児 １人 ３３人 ３４人 

小学生 ３１人 １０２人 １３３人 

中学生 ５５人 １４１人 １９６人 

高校生 １３３人 ２８６人 ４１９人 

その他 １２人    １８人 ３０人 

合計 ２３２人 ５８０人 ８１２人 
 

考 察 ・巡回補導で声掛けすることにより青少年の非行の早期発見、未然防止を図

っている。今後も補導回数や補導内容を検討しながら、青少年の健全育成

に努めていきたい。 

 

 

委員からの意見 

・街頭補導事業について、実績報告の集計の方法を統一してほしい。 
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前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

図書館等指定管理事業について、近年、各自治体で図書館のサービスが多様化している

ようなので、今後も利用者の利便性が向上するよう努めてほしい。 

【報告】 

図書館では、移動図書館車の運行や、ブックリサイクルの開催など、様々なサービスを

行っています。平成３０年度は、利用者の要望であった公衆無線 LAN の設置工事を行いま

した。今後も利用者のニーズを受け止め、利便性向上に努めてまいります。 

 

【意見】 

生涯学習の「学」の字だが「生涯楽習フォーラム」の時だけ「学ぶ」ではなく「楽しい」

という漢字を使っている。以前から違和感があったので「学ぶ」に変えることを検討して

もいいのではないか 

【報告】 

「生涯学習」とは、「自ら進んで楽しく学ぶ」「本当の楽しさ」という考えに基づき、佐

野市では楽しく習うと書いて楽習とよばれています。 

平成１９年には「楽習と参画のまち佐野」都市宣言を行っていることから、今後も継続

したいと考えております。 
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（７）文化財課 
１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

文化財課 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数 

(人) 

課長 課内全般 １ 

文化財保護係 

文化財保護に関すること、文化財保護審議会に関するこ

と、史跡の保存整備に関すること、埋蔵文化財に関するこ

と 

６ 

計  ７ 

 

２ 点検・評価 

 文化財課では、平成３０年度に唐沢山城跡保存整備事業、文化財保護審議会運営事業、文化財

保護調査事業、指定文化財保存修復支援事業、田中正造旧宅一般公開支援事業、佐野市文化財要

覧等作成事業、唐沢山城跡災害復旧事業の７つの事務事業を執行した。なお、唐沢山城跡災害復

旧事業については、平成３０年１０月の台風２４号による被害発生での対策となる。 

 そのなかの主な事務事業として、唐沢山城跡保存整備事業、佐野市文化財要覧等作成事業につ

いて、次のとおり考察した。 

 

（１）唐沢山城跡保存整備事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 

基本事業名 歴史・文化資源の調査と適切な保存・継承 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

平成２６年３月に国指定史跡となった唐沢山城跡を後世に良好な状態で

伝えるため、平成２６年度から長期的な保存管理や整備活用を目指した取組

みとして唐沢山城跡保存整備事業に着手した。平成２７年度には唐沢山城跡

保存活用計画、平成２８年度には唐沢山城跡整備基本計画を策定し、平成２

９年度には唐沢山城跡整備基本設計を行った。こうした各種計画や設計等を

基にして史跡の保存や活用に関する取組みを推進している。 

○実施状況 

・史跡内での現状変更がないよう調整を図り、やむをえない場合は現状変更

等の手続きを指導した。 

・保存整備調査指導委員会を２回開催し、歴史や石垣等の各分野の専門家か

ら指導を得た。この他、文化庁、栃木県教育委員会の指導を適時仰いだ。 

・本丸北側及び二の丸南側で落石防止対策工事を実施した。 

・南城、二の丸周辺における石垣の保存に影響を及ぼす樹木を伐採した。 
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・本丸西側における石垣保存整備に向けた実施設計を行った。 

・史跡でのボランティアガイド養成のため、ボランティア養成講座を開講し

た。 

・史跡唐沢山城跡保存会の活動支援を行った。 

・（一財）佐野市伝統文化地域振興財団と共催し、山城の楽しみ方やガイダン

ス施設の有益性に関する講演会を開催した。 

考 察 ・本丸周辺石垣における当面の安全対策工事に着手することになり、本保存

整備事業が進展した。今後も着実な事業推進が求められる。 

・ボランティア団体の育成に関連し、史跡唐沢山城跡保存会の活動充実を図

るとともに、団体が自立して活動できるよう支援していきたい。 

・本保存整備事業の推進に向け、広く市民の理解を得られるよう普及啓発活

動を継続する必要がある。 

 

（２）佐野市文化財要覧等作成事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 

基本事業名 歴史・文化資源の理解の促進と地域づくりの推進 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

現在の文化財要覧は旧佐野市（Ｈ３年発行）、旧田沼町（Ｈ１７年発行）、

旧葛生町（Ｈ５年）でそれぞれ発行したもので、発行後長い年月が経過し

ている。１市２町の合併後いまだに、本市の指定文化財等を総覧できる冊

子がない状況である。旧要覧発行後、新たに指定されたものや指定が解除

された文化財なども一定数あるため、最新の状況を反映させた、本市の貴

重な指定文化財を総覧する「文化財要覧」を編集・発行する。 

○実施状況 

・文化財保護審議会委員の協力のもと、２５７件の指定や登録文化財に関す

る原稿の校正を重ね、最終的な原稿案を取りまとめた。 

・旧市・町で不統一であった指定区分や指定名称の統一的な見直しを行った。 

・掲載に用いる写真の選び出しを行った。 

・写真などを含め、全体の構成や各ページの割付案を作成した。 

考 察 ・「文化財要覧」の編集・発行に向け着実に準備を進めることが出来た。 

・「文化財要覧」の発行によって、本市の歴史や伝統文化等の象徴ともなる指

定文化財等に対する理解や、地域の歴史や伝統文化に対する愛着を深めて

もらう機会としていきたい。 
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委員からの意見 

・唐沢山城跡保存整備事業について、石垣の保存や石垣に影響する樹木の伐採等進んでいる

が、南城館へ上がる階段も破損しているのでそちらの修繕もお願いしたい。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

山城サミットお疲れ様でした。成功裡に終わって良かったと思う。 

【報告】 

大勢の来場があり、大会を通じて唐沢山城跡の重要性や保存整備の必要性に対する理解

促進の機会とすることができた。 

 

【意見】 

唐沢山神社の台風の影響による倒木について、危険箇所にテープが貼ってあるだけなの

で参拝者等に危険が無いよう早めの対応をお願いしたい。 

【報告】 

唐澤山神社で応急処置を実施した。市では国庫補助金での災害復旧事業で対策を講じて

いる。 

 

【意見】 

文化財の図録について、作成が進んでいるようだが是非、立派な統一本を作ってほしい。 

【報告】 

関係者の協力や指導の下、編集作業が着実に進んでいる。より充実したものとなるよう

努力したい。 

 

【意見】 

唐沢山城の全体的な模型を作成し庁舎内等に展示すれば、ＰＲになるのではないか。 

【報告】 

  唐沢山城の全体的な模型については史跡の把握に有効と考えられるので、製作方法や設

置場所等、より有効な活用方法を検討していきたい。 
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（８）郷土博物館・葛生化石館・葛生伝承館 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

 郷土博物館 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

館長 館内全般 １ 

郷土博物館 

施設設備の維持管理、郷土博物館協議会、考古・歴

史・民俗等の資料収集・保管・調査研究、企画展等

開催、講座・講演会の開催、博学連携事業等 

３ 

計 ４ 

  

 葛生化石館 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

館長 館内全般 
(吉澤記念美術館長及

び葛生伝承館長兼務) 

葛生化石館 

施設設備の維持管理、化石等収集・保存・管理・展

示・調査研究、講座・講演会の開催、企画展等開催・

学校連携事業、他博物館連携等 

２ 

(うち１名 

葛生伝承館兼務) 

計 ２ 

  

葛生伝承館 

区  分 主 な 事 務 分 掌 職員数(人) 

館長 館内全般 
(吉澤記念美術館長及

び葛生化石館長兼務) 

葛生伝承館 
施設設備の維持管理、郷土芸能資料収集・展示・調

査研究、講座・講演会の開催、企画展開催 
１ 

計 １ 

  

２ 点検・評価 

郷土博物館・葛生化石館・葛生伝承館は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に１９の事

務事業を執行した。 

 その中の主な事務事業として、郷土博物館企画展等開設事業、郷土博物館学校利用推進事業、

葛生化石館講座等開設事業、葛生伝承館企画展等開設事業について、次のとおり考察した。 

 

（１）郷土博物館企画展等開設事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 
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基本事業名 歴史・文化資源の理解の促進と地域づくりの推進 

事業概要及

び実施状況 

○企画展等の内容            

展 示 会 名 期 間 入館者数 

とちぎ和算の世界～佐野にある日本

最古の算額～ 
4/28～6/17 3,050 人  

栃木県立博物館地域移動博物館 

「キノコの世界へようこそ」 
7/21～8/30 3,172 人  

天明鋳物師 

～伝説から飛躍へ～ 
 10/6～11/25  3,820 人  

収蔵資料展 くらしのうつりかわり 

～古い道具と昔のくらし～ 
 1/4～2/26  4,609 人  

合   計 14,651 人  

・春と秋には企画展、夏には県立博物館地域移動博物館、冬には収蔵資料展

を開催し、開催日数は１６９日、入館者数１４，６５１人、１日平均８６．

７人であった。 

考 察 ・春の企画展「とちぎ和算の世界～佐野にある日本最古の算額～」では、佐

野市に日本最古の算額があることを紹介するとともに、企画展関連行事と

して全国和算研究大会佐野大会を群馬県和算研究会等と開催し、全国から

多くの研究者も集まった。秋の企画展「天明鋳物師～伝説から飛躍へ～」

は、最新の研究成果をもとに天明鋳物の歴史を紹介した。栃木県立博物館

地域移動博物館「キノコの世界へようこそ」は、県立博物館が所蔵資料の

うちキノコを中心とした自然系の展示を行った。「収蔵資料展 くらしのう

つりかわり～古い道具と昔のくらし～」では、昔の道具とくらしについて

それぞれ展示した。平成 29 年度に比べ入館者数は２８０人(１.９％)減少

したが、今後も魅力のある企画展を開催し、入館者の増加に努めたい。 

 

（２）郷土博物館学校利用推進事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 

基本事業名 歴史・文化資源の理解の促進と地域づくりの推進 

事業概要及

び実施状況 

○市内小学校の利用            

学習内容と対象 期 間 人数(クラス) 

歴史学習(原始・古代の佐野) 

市内 26 小学校の６年生 
５月～６月 951 人(37)  

きょう土につくした人々(田中正造

等) 市内 26 小学校の４年生 
10 月～11 月 896 人(41)  
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くらしのうつりかわり 

（古い道具と昔のくらし） 

市内 26 小学校の３年生 

１月～２月 993 人(43)  

合   計  2,840 人(121) 

 

○その他の学校利用            

学習内容と対象 期 間 人数 

田中正造、くらしのうつりかわり等 

佐野高等学校付属中学校、足利市毛野

南小学校等 １２団体 

４月～３月 641 人  

・市内小学６・４・３年生が、学習のために博物館に来館し、２，８４０人、

１２１クラスの利用者があった。また、それ以外の学校利用もあり、６４

１人の利用者があった。 

考 察 ・郷土博物館学校利用推進事業は、市内の小学６・４・３年生が博物館を利

用して、歴史資料に触れる機会を提供するものである。近年は、足利市内

の小学校など市外学校の利用も増加している。 

今後も各学校からの要望を取り入れると共に、展示解説ボランティアの協

力を得ながら事業を推進していきたいと考える。 

 

（３）葛生化石館講座等開設事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 

基本事業名 歴史・文化資源の理解の促進と地域づくりの推進 

事業概要及

び実施状況 

○講座の内容 

講 座 名 期 日 
回

数 
参加人数 

化石採集教室 

(1 回目は雨天により化石散歩に変更、実施時期

の調整のため 4回実施した。) 

4/15,7/28 

11/23,3/23 
4 78 人 

地質の日記念事業 

「化石と遊ぼう」 
5/13 1 302 人 

葛生南こどもクラブ 

「化石探し」体験 
7/31 1 20 人 

第２赤見こどもクラブ 

「化石探し」体験 
8/7 1 22 人 

企画展関連講座「小さなほ乳類化石

の秘密」（講演会+体験会） 
8/18 1 41 人 
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児童館はらっぱ 

「化石探し・石灰石磨き」体験 
8/29 1 32 人 

風の子保育園 

「化石探し」体験 
8/29 1 30 人 

県立佐野高等学校附属中学校３年生 9/13,14 2 105 人 

葛生南小学校放課後子ども教室 

「石灰石磨き」体験 
9/19 1 9 人 

戸奈良小学校放課後子ども教室 

「石灰石磨き・化石探し」体験 
10/18,1/31 2 14 人 

ジオウォーキング 10/27 1 15 人 

企画展関連講座「つくってみようビ

ーズ de 放散虫」 
11/17 1 14 人 

犬伏うるおいセミナー 12/13 1 35 人 

多田小学校放課後子ども教室 

「石灰石磨き」体験 
2/5 1 9 人 

旗川小学校放課後子ども教室 

「石灰石磨き」体験 
2/20 1 29 人 

計 20 755 人 

他事業協力 

講 座 名 期 日 回数 参加人数 

さの SPRING フェスタ 2018 4/22 1 145 人 

ナイトミュージアムズ！ 7/29 1 137 人 

原人まつり 化石発掘隊 8/26 1 38 人 

３館クイズラリー 10/14 1 228 人 

合    計 4 548 人 

・専門家を講師とする企画展関連講演会と、学芸員や化石館ボランティアを

講師とした主催講座と出張講座に、合わせて７５５人が参加した。また他

事業への協力で行った体験にも５４８人が参加し、計１，３０３人となっ

た。 

考 察 ・化石館では、身近に自然科学にふれあえる体験型講座に力を入れており、

化石採集教室やジオウォーキング、化石標本を作る体験、化石を含んだ石

灰石を磨く体験、化石を探すミニ体験など多彩なプログラムを準備してい

る。近年は各小中学校に積極的にＰＲ活動を行い、徐々に認識されてきた

ことで、児童生徒の利用が増えてきている。今後も参加者が、自然科学に

親しみ興味を深められるよう創意工夫して講座を開設していきたい。 
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・平成３０年度の開館日数は２９１日で、入館者は２３，９５５人となり、

前年度より１，６３４人（7.3％）の増であった。その要因は、ディスティ

ネーションキャンペーンの影響やはとバス等のツアーの増加、特に新種の

化石発見の報告があったためと考える。今後も、継続的に研究して成果を

出して行きたい。 

 

 

 

（４）葛生伝承館企画展等開設事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 歴史・文化資源の継承と保存 

基本事業名 歴史・文化資源の理解の促進と地域づくりの推進 

事業概要及

び実施状況 

○企画展の内容 

展 示 会 名 期 間 入館者数 

雛人形展 4/1～4/8 270 人 

県指定無形民俗文化財 鐙塚宮

比講神楽と牧歌舞伎展 

4/22～6/24 2,157 人 

吉澤人形頭展 7/15～9/17 1,689 人 

祝い掛軸展 10/2～1/27 2,577 人 

雛人形展 2/9～3/31 1,356 人 

合   計 8,049 人 

・年間４回の企画展を開催し、開館日数２５６日、入館者数８，０４９人、

１日平均３１人であった。 

考 察 ・平成３０年度入館者数は８，０４９人となり、前年度より１，３３１人

（19.8％）の増であった。これは、近隣の美術館で伊藤若冲『菜蟲譜』の公

開があり見学者が増えたため、相乗効果で伝承館にも回遊する見学者が増え

たために入館者が多かった。 

・郷土芸能の保存・伝承に努め、特に県指定文化財「吉澤人形頭」９３体につ

いては、平成１６年より計画的に修繕を行い８１体が終了している。それら

は順次展示して公開している。 

・広報等で、雛人形等の出展協力を呼びかけることにより、市民参加型の展示

をめざし、徐々に市民に認知されてきている。 

・今後も内容の充実を図りながら、地域の歴史・文化に対する理解促進に寄与

し、佐野市内の特色を生かした企画展示に取り組み、来館者増へつながるよ

う努力したい。 
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委員からの意見 

・郷土博物館の歴史学習で、例えば、まいぎりでの火起こし等体験的なものは子どもたちに

とっても良い経験になるので推進してほしい。できれば道具の貸し出しにも対応してほし

い。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

今年、郷土博物館で開催した企画展「とちぎ和算の世界」はとても良い企画だと思うの

で、もっと PR してやってほしい。 
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（９）吉澤記念美術館 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数 

(人) 

館長 館内全般 １ 

吉澤記念美術館 
施設及び設備の維持管理、入館者の受付及び広報、企画展の

企画と実施、その他美術館に関すること 
３ 

計 ４ 

 

２ 点検・評価 

吉澤記念美術館は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に９の事務事業を執行した。 

その中の主な事務事業として、美術館展覧会開催事業、小中学生絵画作品コンクール開催事

業について、次のとおり考察した。 

 

（１）美術館展覧会開催事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 文化芸術活動の推進 

基本事業名 文化芸術活動の推進 

事業概要及

び実施状況 

 

○展覧会の内容 

展覧会名 期  間 観覧者数 

キラメク工芸・カガヤク日本画【後期】 4 月 1 日～5月 13 日 1,052 人 

ひそやかな別天地 

－伊藤若冲《菜蟲譜》と江戸から

近代の「絵の本」－ 

5 月 26 日～7 月 1日 2,997 人 

おいしい美術 7 月 14 日～ 10 月 8日 1,345 人 

生誕100年 田村耕一展 10 月 20 日～12 月 9日 1,242 人 

吉祥繚乱【前期】 1 月 5 日～ 2 月 24 日 1,069 人 

吉祥繚乱【後期】 3 月 9 日～3月 31 日 422 人 

計 8,127 人 
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考 察 ・平成３０年度は、企画展６回(４月に前年度開催の企画を継続)、開館日数  

２５１日、観覧者数８,１２７人、一日平均３２.３人であった。 

・６月２～２４日の２０日間、伊藤若沖≪菜蟲譜≫の特別公開を行った。その

期間は、関東圏内外から多くの来館者があり、入館者２,７５６人、一日平

均１３７.８人であった。 

・１０月２０日～１２月９日にかけて、佐野市出身の人間国宝・田村耕一の生

誕100年を記念し、「人間国宝田村耕一陶芸館」等と連携を行い、市内外の田

村耕一の主要作品を展示した。 

・今後も多くの人に美術館へ来てもらえるよう、展示会等で市民の心を豊かに

する取り組みを進めていきたい。 

 

（２）小中学生絵画作品コンクール開催事業 

基本目標 新たな流れの創造による賑わうまちづくり 

政 策 歴史・文化を守り育てるまちづくり 

施策名 文化芸術活動の推進 

基本事業名 文化芸術活動の推進 

事業概要及

び実施状況 

 

○開催状況 

 小中学生絵画作品コンクールは、絵を描くことを通して、美術に親しみを持

ってもらい、郷土への愛着を図ることを目的に、管内の小中学生を対象に、佐

野市に関するテーマの絵画作品を募集し、すぐれた作品を表彰するもので、美

術館開館当初の平成 15 年度から実施している。また、全応募作品を展示した

展覧会を美術館内の地域交流センターで開催した。 

 平成 30 年度は、テーマを「わたしの好きな佐野市」とし、小学校 26 校 452

点、中学校 10 校 111 点。合計 36 校、563 点の応募があった。作品は、平成 31

年 1 月 5 日～2月 11 日まで展示した。 

 児童生徒の声として、毎年テーマがあるので、描きやすい。参加賞がもらえ

た。入賞できてよかった。家族で展示を見に行くきっかけとなった。頑張って

絵を描いた。などの意見や、絵に興味を持つ生徒にとっては、貴重な機会とな

っている。などの大人の意見ももらっている。 

 15 年間での応募点数は、小学校 6,275 点、中学校 1,293 点。合計 7,568 点

となっている。 

考 察  この事業は、全庁的な事務事業の見直しにより、この事業は令和元年度をも

って廃止となる予定である。毎年 500 点からの小中学生からの応募があり、絵

を描くことへの興味を持つきっかけにもなっている事業である。美術館として

は、子どもたちの芸術・文化に親しむ機会が減少し、作品の展示が無くなるこ

とで保護者等の来館の機会も減ってしまうと予想されることから、新たな事業

の検討が必要であると考えている。 
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委員からの意見 

・小中学生絵画作品コンクール開催事業について、令和元年度で事業は終了してしまう。 

応募作品も多い事業だったので残念だが、来年度以降、これに代わる事業をお願いしたい。 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

・美術館の入館者数が化石館、伝承館の入館者数に影響するようだ。魅力ある企画展や

メディアを使った積極的な PR を展開してほしい。 

 

【報告】 

化石館・伝承館とスタンプラリーを実施するなど、連携を行いながら、入館者の増に努

めている。 

「美術館」という場所を市民に周知しながら、魅力ある展示会等を展開することで、よ

り親しみやすく、市民の心を豊かにする展覧会や、各種講座の開催を進めてきた。市のホ

ームページの充実や各所にポスターを掲示したり、取材の依頼を積極的に行うなど、ＰＲ

を行っている。 

  

 



41 

（１０）公民館管理課 

１ 組織、事務分掌及び職員（平成３０年４月１日現在） 

区  分 主 な 事 務 分 掌 
職員数

(人) 

課長 課内全般 １ 

管理係 

公民館の管理及び運営、公民館運営審議会、公民館施設等

の整備、改修・修繕等、各地区公民館との連絡調整、町有

公民館建設費等補助事業、課の庶務 

市民大学開設事業及び市民教養講座開催事業等の公民館開

催事業の計画及び実施、敬老会事業、コミュニティ推進活

動及び支援、公民館利用状況の作成 

４ 

田沼中央公民館 
田沼中央・田沼各地区公民館の管理、運営及び連絡調整、

公民館及びコミュニティ施設の改修・修繕等、敬老会事業 
２ 

葛生地区公民館 
葛生各地区公民館の管理、運営及び連絡調整、公民館及び

コミュニティ施設の改修・修繕等、敬老会事業 
１ 

計 ８ 

 

２ 点検・評価 

公民館管理課は、佐野市総合計画に基づき、平成３０年度に４０の事務事業を実施した。 

その中の主な事務事業として、公民館親と子の交流活動事業、植野地区公民館駐車場整備事業、

旗川地区公民館駐車場整備事業について、次のとおり考察した。なお、各地区公民館の利用状況

は次のとおりである。 

公民館名 
延利用件数(件) 延利用人数(人) 

平成 30年度 平成29年度 増減 平成30年度 平成29年度 増減 

中央 2,432 2,409 23 35,378 37,841 △2,463 

植野 2,051 2,094 △43 27,897 27,574 323 

界 1,682 1,788 △106 18,635 22,664 △4,029 

犬伏 1,694 1,774 △80 21,966 24,052 △2,086 

城北 2,919 2,896 23 42,590 40,207 2,383 

旗
川 902 870 32 10,578 9,834 744 

吾妻 585 549 36 8,120 10,163 △2,043 

赤見 1,688 1,626 62 25,067 27,355 △2,288 

[佐野地区小計] 13,953 14,006 △53 190,231 199,690 △9,459 
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公民館名 
延利用件数(件) 延利用人数(人) 

平成 30年度 平成29年度 増減 平成30年度 平成29年度 増減 

田沼中央 1,438 1,514 △76 33,806 34,733 △927 

田沼地区 1,018 1,021 △3 14,243 13,766 477 

田沼南部 93 173 △80 1,759 3,882 △2,123 

[田沼地区小計] 2,549 2,708 △159 49,808 52,381 △2,573 

葛生 675 679 △4 8,721 8,414 307 

常盤 412 515 △103 3,794 6,993 △3,199 

氷室 218 218 0 2,704 3,319 △615 

[葛生地区小計] 1,305 1,412 △107 15,219 18,726 △3,507 

[合計] 17,807 18,126 △319 255,258 270,797 △15,539 

利用状況については、全体で利用件数は３１９件、利用人数は１５，５３９人減少した。 

 

（１）公民館親と子の交流活動事業 

基本目標 豊かな心を育む教育・文化づくり 

政 策 生涯にわたり学びのあるまちづくり 

施策名 生活を豊かにする生涯学習の推進 

基本事業名 学習内容の向上 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

親と子のふれあい活動での様々な体験活動を通して、子どもの情操を豊か

にし、心身の健全な成長を図り、親子のきずなを深めるための講座を開催し

た。これにより、参加保護者同士の連帯感を高めるとともに、家庭及び地域

の教育力の向上を図った。 

また、児童図書を備えることにより読書の推進を図り、貸出及び読書指導

を行った。   

対象：年長～小学３年生とその保護者 

  実施日時：土曜日・日曜日 午前 9時 30 分～午前 11 時 30 分 

 

○実施状況 

【平成２９年度】 

 年８回  親 １８１人 子２１１人 計３９２人 

【平成３０年度】 

 年８回  親 １８５人 子２１４人 計３９９人 

考 察 ・平成２９年度と比較し、平成３０年度は延べ７人の参加者増となった。 

・親と子で一緒に参加する講座であることから、土曜日・日曜日と親子で参
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加しやすい講座日時を設定している。 

・人気のある事業なので、来年度からは、佐野市中央公民館と田沼中央公民

館で同内容の講座を開催する予定である。 

 

（２）植野地区公民館駐車場整備事業・旗川地区公民館駐車場整備事業 

基本目標 豊かな心を育む教育・文化づくり 

政 策 生涯にわたり学びのあるまちづくり 

施策名 生活を豊かにする生涯学習の推進 

基本事業名 学習情報及び場の提供 

事業概要及

び実施状況 

○事業概要 

植野地区公民館で取得している土地について、砂利の敷地で駐車場として

利用しているが、舗装した駐車場として整備するよう要望があるため、舗装

整備工事を実施した。 

また、旗川地区公民館の慢性的な駐車場不足を解消するため、現有施設東

側の民有地を購入し、旗川地区公民館駐車場として基礎整備工事を実施した。 

 

○実施状況 

植野地区公民館駐車場整備工事 

期間：（当初）平成 30 年 6 月 8 日～平成 30 年 8 月 31 日 

(変更）         ～平成 30 年 9 月 28 日 

請負業者：朝日建設(株) 

請負金額： 18,252,000 円 請負率 97.74％（当初） 

最終請負額：21,330,000 円（変更増額：3,078,000 円） 

工事内容：砂利敷であった駐車場のアスファルト舗装整備に伴い雨水の浸

透施設、目隠しフェンス設置、アスファルト舗装、溶融式白線

による駐車区画の整備を行った。 

     （駐車区画 ３４台、舗装面積 １，０４８㎡） 

 

旗川地区公民館駐車場整備工事 

期間：（当初）平成 30 年 12 月 13 日～平成 31 年 3 月 8 日 

(変更）          ～平成 31 年 3 月 19 日 

請負業者：(有)協伸建設 

請負金額： 18,900,000 円 請負率 96.95％（当初） 

最終請負額：18,748,800 円（変更減額：151,200 円） 

工事内容：農地を駐車場として使用するため、整地し、土留めのため擁壁、

水路をまたぐため管渠、雨水排水のため集水桝、目隠しフェン

ス及び転落防止柵を設置し、トラロープによる区画線、砕石敷

きの駐車場整備を行った。 
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     （駐車区画 ３０台増（全６３台）、砕石敷面積 ８９９㎡） 

 

考 察 ・植野地区公民館は、砂利敷きの駐車場であったが、平成２７年度に舗装し

た駐車場として整備するよう要望があったため、アスファルト舗装の駐車場

として整備し、利用者の利便性が向上した。 

・旗川地区公民館は、既存の駐車場では、台数不足であったため各種事業等

の実施の際に問題となっていた。隣接する民有地の買収が決まり、駐車場の

拡大整備ができた。 

・今後とも駐車場については、利用者の利便性を考慮し、必要に応じて進め

てまいりたい。 

 

 

委員からの意見 

・各公民館の利用者数について、関心を集めた講座、講師等の情報交換等を行い利用者が増

加するよう努めてほしい。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

公民館の講座と生涯学習課の社会教育関係事業で内容が似通ったものがあるので、うま

く振り分けて効率的に行えるようにしてほしい。 

【報告】 

社会教育指導員・公民館活動指導員会議を年１回実施しているので、その中で講座の 

内容を精査し、効率的な講座開催ができるよう検討する。 

 

【意見】 

講座の参加者について男性の参加が少ないので、嗜好や開催時期等を考慮し、多くの方

が参加できるように検討してほしい。 

【報告】 

子供たちが参加しやすいよう、夏休みの時期に子供たち向けの講座の開催も今後も続け

ていく。 

平成３１年度から、男性の参加に向けた講座を土曜日に開催する予定である。  
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４ 全体を通しての委員からの意見 

 

委員からの意見 

・佐野市の話ではないが、最近、大学生で因数分解ができない、小学校時の漢字が書けない

という人が増えているという。小中学校で覚えるべきことはしっかりと覚えられるように

児童生徒の基礎学力の向上に努めてほしい。 

・会議の時期を早めていただきありがとうございます。予算が絡むものについては是非計上

していただきたい。 

 

 

前年度の委員からの意見及び報告 

【意見】 

会議の開催時期を早めることについて引き続き検討をお願いしたい。 

【報告】 

  令和元年度は第 1回会議を 7月に、第 2回会議を 8月に予定している。 

 


